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会 場：スターゲイトホテル関西エアポート

会 場：スターゲイトホテル関西エアポート

【 展 示 等 】
　　ロータリー財団
　　ポリオプラス
　　米山記念奨学会
　　インターアクト

【 販 　 売 】
　　株式会社生駒時計店
　　株式会社オクトン
　　株式会社フジマキネクタイ
　　株式会社メルシー

会 場：スターゲイトホテル関西エアポート
12：30 登録・受付
13：00 開　会

記念講演「自分の言葉で話そう、コンプライアンス」
　　　　　　　　　　　　　　講師　綿引万里子氏（元高等裁判所長官）

特別講演「日本のロータリーとDEI」
　　　　　　　　　　　　　　宮里唯子氏（2660 地区パストガバナー）

15：10 閉会宣言・閉会点鐘
15：30 登録者受付開始
16：00 選挙人会議開会
17：30 閉　会

17：30 登録・受付
18：00 開　宴

演　奏　澤　和樹氏（バイオリニスト）
　　　　宮下直子氏（ピアニスト）による演奏
　　　　TOMPEI（シンガー）LIVE

20：30 閉　宴

第 1 日目

第 2 日目

本 会 議

本 会 議

地区大会記念パーティー

2024 年 11 月 16 日（土）

2024 年 11 月 17 日（日）

11：45 登録・受付
12：20 ミニコンサート　ウインズ平阪
13：00 開　会

RI 現況報告
地区現況報告
各種表彰

記念講演「みんな地球に生きる人〜国際化と日本の未来〜」
　　　　講師　アグネス・チャン氏（歌手　エッセイスト　教育学博士）

17：00 閉会宣言・閉会点鐘

会 場：スターゲイトホテル関西エアポート

会 場：スターゲイトホテル関西エアポート

女 性 会 員 交 流 会

米 山 学 友 会 総 会 ・ 交 流 昼 食 会

10：00 受付
10：30 会議

10：30 受付
10：45 会議・昼食会

12：00 開　場
17：30 閉　場（第 2日目 17：00閉場）

喫 茶 ル ー ム ・ 展 示 ・ 販 売
会 場：スターゲイトホテル関西エアポート

Program

第 1・2 日目
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ロータリーリーダーの皆さま
ロータリー地区大会にご出席の皆さまにご挨拶申し上げます。多くのロータリーファミリーと会うことのできる地区大会は、これまでの
成果を振り返り、クラブを超えたネットワークを広げ、次年度のためのアイデアを交換する場となります。
ロータリアンである私たちを駆り立てるのは、奉仕へのコミットメントです。私たちは、自分よりも大きな何かに貢献することを望みます。
地区大会では、社会奉仕への情熱を深め、インスピレーションを与えあい、ロータリーの奉仕を新たな高みへと導くことができます。
地区大会はまた、新たな奉仕に対する会員の意欲を引き出す特別な機会となります。ロータリーの成功にとって大切なのは、ロータリー
ファミリー全員が帰属意識を持つことであり、地区大会はそのためにロータリー行動計画を取り入れるチャンスです。
支えあい、励ましあうことで、私たちは分断された世界に永続的な変化をもたらすことができます。
この地区大会が、皆さまとクラブが互いに、そして地域社会に支援を提供するための活力をもたらすことを願っております。協力し、
支えあうことで、「ロータリーのマジック」で世界に変化をもたらすことができると信じております。

心を込めて

国際ロータリー会長　メッセージ

MESSAGE

プロフィール

2024-25 年度国際ロータリー会長
ステファニー A. アーチック

研修リーダー、ロータリー財団地域コーディネーター、RI 会長代理など、数多くの役職を務め、RI 理事ならびにロータリー財団
管理委員を歴任。さらに、3 回の規定審議会で代表議員と特別議員を務める。

ロータリー戦略計画委員会とロータリー財団百周年記念委員会の委員長を務めたほか、選挙審査委員会と運営審査委員会を含む
さまざまなロータリー委員会の委員を歴任。

1991 年にロータリーに入会して以来、インドとナイジェリアでの全国予防接種日（NID）の活動、ベトナムでの小学校建設、ドミ
ニカ共和国での浄水器設置など、さまざまな国際奉仕プロジェクトに参加。複数のスラブ語を学び、ウクライナの新会員の指導にあたっ
たほか、ポーランドでは乳がん検診用の X 線撮影装置と生検ユニットを病院に設置するロータリー財団補助金の調整を担当。ポーラ
ンドのクラクフ・ロータリークラブは記念冊子の中で、共産主義後のポーランドにおけるロータリーの復興を手助けした重要人物とし
てアーチック氏を挙げている。また、人道的・教育的奉仕プロジェクトのために米国内のクラブ・地区がアルバニア、コソボ、ウクラ
イナのロータリークラブとパートナーシップを結べるよう援助している。

高等教育、コンサルティング、エンターテイメント業界における職歴を有し、ペンシルバニア州立インディアナ大学でリーダーシップ
研究の博士号を取得。ロータリー財団をはじめ数多くの地元機関・国際機関から認証・表彰されている。

クラブを向上させ、ロータリーを成長させるためにロータリーの行動計画を推進し、継続と変化のバランスを取り、平和のために活
動するよう会員に促している。また、ポリオ根絶活動を継続することの重要性も強調している。各地区でのポリオプラス・ソサエティへ
の参加やソサエティの創設など、ポリオ根絶のために全力を尽くすよう会員に求めている。2025 年 2 月 20～22 日には「分断された
世界を癒す」をテーマに、トルコのイスタンブールで会長主催平和会議を開催する予定となっている。

2024-25 年度
国際ロータリー会長

ステファニー A.
アーチック
マクマリー・ロータリークラブ所属
米国ペンシルバニア州
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ガバナー挨拶

国際ロータリー第 2640 地区
2024-2025 年度　ガバナー

（和歌山南ロータリークラブ）

野 村 壮 吾

　親愛なるロータリアンの皆様、本日は、国際ロータリー第 2640 地区 2024-2025 地区大会にご参加いただ
き、誠にありがとうございます。また、ご臨席賜りましたご来賓の皆様、ご祝辞、ご挨拶を頂きました大阪府知
事 吉村洋文様、和歌山県知事 岸本周平様、誠に有り難うございます。
　この素晴らしい機会に、共に集い、地域社会のための奉仕活動について考えることができることを大変光栄に
思います。
　本年度の国際ロータリーのテーマは、「ロータリーのマジック」です。ステファニー会長が言う「ロータリー
のマジック」とは、ロータリークラブが持つ特別な力のことです。それは、異なる背景を持つ人々が一つの目標
に向かって協力し、社会に貢献する力です。ロータリーのマジックは、奉仕活動を通じて絆を深め、共に成長し、
共に夢を実現するためのエネルギーです。人々を結びつけ、困難を乗り越え、より良い未来を創り出す原動力で
もあります。
　本日の大会では、各々のロータリークラブ、ロータリアンが過去の成果を振り返るとともに、未来に向けた新
たな目標とビジョンを共有する場にしたいと考えています。私たちの活動がどうすれば地域社会にさらなる貢献
を果たせるか、一緒に考え、議論を深めていきましょう。
　また、この大会を通じて、皆様の間に新たな友情やネットワークが生まれることを期待しております。一人ひ
とりの知識と経験が結集することで、私たちはさらに大きな目標を達成することができると確信しています。
　私たちは、多様性 Diversity、公平性 Equity、そして包括性 Inclusion（DEI）の重要性を深く理解し、それ
らを実現するための活動を積極的に推進する必要があります。全ての人々が尊重され、平等な機会を持つ社会を
目指し、私たちは共に力を合わせて進みます。この理念は、ロータリーの「超我の奉仕」の精神とも深く結びつ
いております。さらに、私たちはロータリーの「四つのテスト」を常に心に留めています。すなわち、「真実か
どうか」「みんなに公平か」「好意と友情を深めるか」「みんなのためになるかどうか」これらのテストを通じて、
私たちの行動が常に正しい方向に向かっているかどうかを確認することが大切です。
　今大会では、「DEI の考え方を学び、実践する」をテーマにしました。この点について、今大会のご講演者の
皆様から有意義な示唆やヒントを学べると考えています。
　最後に、本大会がロータリアンの皆様にとって有意義で刺激的な時間となり、今後の活動に向けたインスピレー
ションが得られることを心より願っております。
　重ねて、皆様のご参加とご支援に、心から感謝申し上げます。 
有り難うございます。
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生年月日 1959 年１月２日
学　　歴 九州芸術工科大学卒
職　　歴 協和プレス工業株式会社 代表取締役
ロータリー歴 1997 年３月　和歌山南ロータリークラブ入会

 2003 年～ 2004 年　地区幹事
 2011 年～ 2012 年　クラブ幹事
 2017 年～ 2018 年　クラブ会長

R 財団寄付 メジャードナーレベル①
 ベネファクター
 ポールハリスソサエティ

米山寄付 米山功労者②

プロフィール
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大会記念講演　講師紹介

「自分の言葉で話そう、コンプライアンス」

コンプライアンスとは？
　コンプライアンスとは、「法令遵守」のことであり、企業・個人等が法令や社会的ルールを守ることを
意味する。近年その意味するところは多様になりつつあり、単に「法令を守れば良い」というだけでなく、
倫理観、公序良俗などの社会的な規範に従い、公正・公平に業務を行うことも意味するようになってき
ている。

元名古屋高裁長官・弁護士

わたひき        ま り こ
綿引　万里子氏

プロフィール
生年月日　1955 年
学　　歴　1978 年中央大学法学部卒。在学中に司法試験に合格し、東京地裁を振り出しに司法研修所教官、東京高裁
判事、最高裁上席調査官、宇都宮地裁所長、横浜家裁所長、札幌高裁長官を経て、女性初の名古屋高裁長官となる。
2020 年５月定年退官。
　現在、第一東京弁護士会に登録し、岡村綜合法律事務所に所属。
　主な取扱分野は、民事事件一般、行政事件、労働事件、家事事件。
　その他、上場企業の社外取締役としてガバナンスのチェック等もされており、最近では日本大学アメリカンフットボー
ル部の違法薬物事件で、日大の対応を検証する第三者委員会委員長として「（日大の）ガバナンス全く機能せず」と指
弾したことで知られる。
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第 1 日目

「日本のロータリーとDEI」

　ロータリー会員である私たちは、長年「四つのテスト」「超我の奉仕」「最もよく奉仕する者、最も多く報いら
れる」と言った標語やモットーに慣れ親しんで参りましたが、昨今の国際ロータリーから聞こえてくるのは多
くの聞きなれない言葉 “3-Year Rolling Goals”、“Grow Rotary”、“DEI”、“Belonging”、“Action Plan”、“Club 
Experience” などです。
　そして、いまだロータリーの伝統や格式を大切にする日本の会員は、その言葉の出現理由や意味、目指すとこ
ろを理解できずに、「ロータリーは変わってしまった」と嘆き、会員増強もままならないといった現状を憂慮し
ているのではないでしょうか。
　私にとっては新しい言葉は言い方こそ変わったものの、全てが今までロータリー会員が大切にしてきた価値観
に他なりませんが、ただ世界が大きく変革するなかで、言葉の意味する目標には迅速かつ革新的なアプローチが
重要だと考えています。
　本年度地区大会のテーマは「DEI の考え方を学び、実践する」です。国際ロータリーおよびロータリー財団 
合同 DEI 諮問委員として、野村 DG はじめ地区大会実行委員会の皆様に DEI を取り上げて頂いたことに深く感
謝申し上げます。
　DEI も他の言葉と同様、決して新しい価値観ではありませんが、今こそ Grow Rotary（会員増強）のために
新しいアプローチを試すべき課題です。DEI は言い換えれば Belonging（会員の一人ひとりの帰属意識を高める）
ということであり、そのためには Club Experience（クラブでの体験）の充実が欠かせません。
　特に日本のように男性中心社会、年功序列が当然であった歴史や文化をもった国々における DEI の推進には、
単年度ではなく現在および将来のクラブリーダーによる 3-Year Rolling Goals（3 年計画）によって Action 
Plan（行動計画）を実践し、具現化していくことが重要です。
　私自身まだまだ未熟でございますが、地区大会を楽しませて頂きながら、第 2640 地区会員皆様の知見や見
識に触れ、ともに考えることができればと期待申し上げているところでございます。
　末尾になりましたが、2024-2025 年度国際ロータリー第 2640 地区地区大会の開催に心よりお祝い申し上げ、
ご招待に衷心より感謝申し上げます。

2660 地区パストガバナー

みやさと        ゆいこ
宮里　唯子氏

プロフィール
職業分類 環境管理
職　　歴 株式会社日本保健衛生協会 代表取締役社長
ロータリー歴 1998年9月2日 茨木西ロータリークラブ入会
 2007～2008年度 地区国際奉仕・WCS委員会委員長
 2015～2018年度 地区ロータリー財団委員会委員長
 2018～2019年度 地区代表幹事
 2019～2025年度 ガバナー会 翻訳委員会 タスクフォースメンバー
 2022～2023年度 国際ロータリー第2660地区ガバナー
 2023～2025年度 国際ロータリーおよびロータリー財団
  合同DEI諮問委員会委員

7国際ロータリー第 2640 地区　地区大会



第 1 日目
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選挙人会議
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記念パーティー
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澤和樹氏・宮下直子氏

TOMPEI
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第 2 日目
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ウインズ平阪
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大会記念講演　講師紹介

「みんな地球に生きる人～国際化と日本の未来」

アフリカの飢餓地帯に生きる人、

戦禍の残るイラクに生きる人、

中国の貧しい農村に生きる人、

そしてこの日本で生きる人も、

みんな同じ地球という船に乗り合わせた地球人。

様々な出会いと別れのエピソードを通じて、

アグネスが真の国際化や福祉、ボランティア、人権について

お話しします。

「日本のロータリーとDEI」

歌手　エッセイスト　教育学博士

アグネス・チャン氏
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第 2 日目
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国際ロータリー第2640地区　2024-2025年度

ガバナーエレクト

北 野  治 義
  きた     の　　     はる    よし

（和泉南ロータリークラブ）

プロフィール
生年月日 1964 年 3 月 24 日

学　　歴 大阪芸術大学卒

職　　歴 北野鉄工株式会社 代表取締役

公　　職 和泉商工会議所 常議員

 和泉商工会議所 国際開発特別委員会委員長

 泉大津納税協会 常任理事

 和泉交通安全協会 理事

ロータリー歴 2001 年 1 月 18 日和泉南ロータリークラブ入会

 ～ 2009 年６月 30 日，2011 年 12 月 8 日～現在

 2013～2014 年クラブ会長

 2021～2022 年 RLI 修了

 2022～2023 年第７分区ガバナー補佐

 2023～2024 年第７分区ガバナー補佐

 2023～2024 年シンガポールオンツー委員

R 財団寄付 ポール・ハリス・フェロー

 ベネファクター

米山寄付 第 1 回米山功労者
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国際ロータリー第2640地区　2024-2025年度

ガバナーノミニー

岡 本  弥 生
 おか    もと　　   ます     お

（河内長野高野街道ロータリークラブ）

プロフィール
生年月日 1980 年 4 月 12 日
学　　歴 天理大学国際文化学部卒
職業分類 観光サービス
職　　歴 一般社団法人 TERA KO-YA 代表理事
 PowerNow 株式会社 取締役
ロータリー歴 2015 年 7 月 1 日 河内長野高野街道
  ロータリークラブ入会
 2015～2016 年度 地区幹事
 2017～2018 年度 クラブ幹事
  地区幹事補佐
 2018～2019 年度 地区幹事
 2020～2021 年度 地区幹事
 2021～2022 年度 地区幹事
 2023～2024 年度 クラブ会長
  地区職業奉仕委員長
  地区研修委員
  地区社会奉仕委員
  地区 RLI 委員
 2024～2025 年度 クラブ幹事
  ガバナー補佐
  地区青少年奉仕委員長
  地区社会奉仕委員
R 財団寄付 ポール・ハリス・フェロー
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御 来 賓

第2640地区

 大会記念講演講師 綿引万里子

 RI 第 2660 地区パストガバナー 宮里　唯子

 RI 第 2660 地区ガバナー 大橋　秀典

 RI 第 2660 地区ガバナー令夫人 大橋太美子

 RI 第 2680 地区ガバナー令夫人 矢坂ナヲ子

 パストガバナー 平岡　正巳（羽衣）

 パストガバナー 前窪　貫志（和歌山南）

 パストガバナー 勝野　露観（和泉）

 パストガバナー 村上　有司（田辺）

 パストガバナー 辻　　秀和（河内長野高野街道）

 パストガバナー 福井隆一郎（堺）

 パストガバナー 岡本　　浩（和歌山城南）

 パストガバナー 樫畑　直尚（和歌山）

 パストガバナー 中野　　均（堺東）

 パストガバナー 藤井　秀香（岸和田東）

 パストガバナー 豊岡　　敬（富田林）

 直前ガバナー 谷　　宗光（和泉）

 ガバナー 野村　壮吾（和歌山南）

 ガバナーエレクト 北野　治義（和泉南）

 ガバナーノミニー 岡本　弥生（河内長野高野街道）

敬称略

敬称略
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物 故 会 員

在りし日のご活躍を偲び
謹んで御冥福を
お祈り申し上げます
2023年 7月 1日〜 2024年 6月 30日

所属クラブ ご 氏 名 ご 逝 去 年 月 日 享 年役職等

	 美原	 名誉会長	 高比良栄八	 2023 年		7 月 28 日	 82

	 堺	 会員	 富田　茂利	 2023 年		7 月 29 日	 82

	 泉佐野	 会員	 刀谷　久郎	 2023 年		9 月		4 日	 84

	 堺泉ヶ丘	 会員	 阪井　祥博	 2023 年		9 月		4 日	 72

	 御坊	 会員	 高垣　賀子	 2023 年		9 月 27 日	 83

	 田辺はまゆう	 会員	 中野　博行	 2023 年 10 月 20 日	 79

	 羽曳野	 会員	 福田　憲美	 2023 年 11 月		1 日	 87

	 高師浜	 会員	 十代　勝利	 2023 年 11 月 28 日	 80

	和歌山アゼリア	 会員	 八木由貴子	 2023 年 11 月 29 日	 93

	 御坊東	 会員	 松本　政彦	 2023 年 12 月 12 日	 88

	 堺北	 会員	 永富　久紀	 2023 年 12 月 12 日	 76

	 田辺	 会員	 稲田　太門	 2023 年 12 月 25 日	 74

	 和歌山城南	 会員	 山縣　好希	 2024 年		2 月 19 日	 59

	 和歌山南	 会員	 山田　昭子	 2024 年		3 月		3 日	 81

	 岸和田	 会員	 伊丹　克介	 2024 年		4 月		6 日	 81

	 大阪狭山	 会員	 岡田　正一	 2024 年		4 月 20 日	 84

	 松原中	 会員	 関井　晧司	 2024 年		5 月		6 日	 78

	 田辺	 会員	 多屋　平彦	 2024 年		6 月		3 日	 78

	 白浜	 会員	 岩橋　　修	 2024 年		6 月 21 日	 65
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各部門表彰
対象：2023-2024 年度

★★★

【ロータリー賞】
　有田ロータリークラブ
　岩出ロータリークラブ
　河内長野高野街道 
　　　　　ロータリークラブ

【意義ある奉仕賞】
　和歌山南ロータリークラブ 
　  「青少年育成支援プロジェクト」

　堺北ロータリークラブ 
　  「仁徳天皇陵周遊路の清掃奉仕活動プロジェクト」

　和歌山東南ロータリークラブ 
　  「『秋の収穫祭』さつま芋掘りプロジェクト」

【社会奉仕奨励賞】
　和歌山東ロータリークラブ 
　  「和歌山城公園へのベンチ寄贈事業プロジェクト」

　岸和田東ロータリークラブ 
　  「岸和田市子育て支援プロジェクト」

　高石ロータリークラブ 
　  「気温計・時計塔モニュメント寄贈プロジェクト」

　堺東ロータリークラブ 
　  「子ども食堂マイスタディ事業プロジェクト」

美原 ――――――――――― 140％
泉佐野 ―――――――――― 125％
河内長野 ――――――――122.23％

【会員増強賞】
過去3年間高い会員維持率　上位3クラブ

河内長野高野街道 ――― 10.67％
新宮 ―――――――――― 6.43％
太子 ―――――――――― 6.25％

高い女性会員増加率　上位クラブ

和歌山東南 ――――――――― 4人
堺 ――――――――――――― 4人
泉大津 ――――――――――― 3 人

多くの会員純増数　上位 3 クラブ

堺清陵 ―――――――― 15.79％
和歌山東南 ―――――― 11.12％
羽曳野 ――――――――  11.12％

高い会員増加率　上位クラブ

和歌山南ロータリークラブ 堺北ロータリークラブ 和歌山東南ロータリークラブ

【意義ある奉仕賞】

【ロータリー財団年次基金寄付優秀クラブ】
　（会員一人当たりの年間寄付額上位 3 クラブ）

　堺北 ―――――― $360.71
　和歌山北 ―――― $357.14
　和歌山 ――――― $352.56

堺北
貝塚コスモス
りんくう泉佐野
堺清陵
和歌山南

和歌山
岸和田東
堺東
高石
和歌山東南

泉佐野
松原
堺泉ヶ丘
富田林
和歌山城南

海南
大阪狭山
堺中
和歌山東

堺北
貝塚コスモス
堺泉ヶ丘
和歌山東

和歌山
松原
堺中
和歌山南

泉佐野
りんくう泉佐野
高石
和歌山東南

海南
堺東
富田林
和歌山城南

岸和田東
和歌山

新宮
和歌山南

田辺
富田林

【100 パーセントロータリー財団寄付クラブ】19 クラブ

【END Polio Now】
「歴史に 1 ページを刻もう」キャンペーン支援クラブ
　（1，500 ドル以上ご寄付いただいたクラブへ贈られます）

【「毎年あなたも 100 ドルを」クラブ】16 クラブ

【米山記念奨学金】
3 千万円達成クラブ ―  和泉南
3 千万円達成クラブ ―  有田南
2 千万円達成クラブ ―  堺中

【米山記念奨学金寄付優秀クラブ】
　（会員一人当たりの年間寄付額上位 3 クラブ）

和歌山北 ――― 50，000 円
堺北 ――――― 46，178 円
羽衣 ――――― 30，375 円

【ポリオ・プラス ソサイエティ チャンピオンクラブ】
　和歌山南

【ポリオ・プラス寄付優秀クラブ】
　（会員一人当たりの年間寄付額上位 3 クラブ）

　岸和田東 ―――――$81.09
　和歌山 ――――――$67.12
　富田林 ――――――$58.23
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ロータリー財団表彰者一覧

米山功労者一覧

米山功労クラブ（2023 年 7 月 1 日～ 2024 年 6 月 30 日）

（2023 年 7 月 1 日～ 2024 年 6 月 30 日）
※ P はポール・ハリスフォロー　数字はマルチプル　B はベネファクター　M はメジャードナー

　　　　　 田辺 中田　隆晶 P
　　　　 田辺 池永　康則 1
　　　　　 田辺 山路　　守 1
　　　　　 田辺 横田　達夫 B
　　　　 田辺東 本田　耕二 1
　　　　 田辺東 佐田　一三 1
　　　　 田辺東 竹村　英一 2
　　　　 田辺東 丸山　博之 3
　　　　　 有田 川口健太郎 P
　　　　　 有田 松村　秀一 2
　　　　 有田南 中　　知哉 P
　　　　　 御坊 藤田　一希 P
　　　　　 御坊 五味　　牧 P
　　　　　 御坊 山本　武一 P
　　　　　 御坊 丸山　信仁 4
　　　　　 海南 山野　利明 2
　　　　　 新宮 関　　康之 P
　　　　　 新宮 田中　國雄 2
　　　　 海南東 綛田さよ志 P
　　　　 海南東 中村　俊之 P
　　　　 海南東 上田　善計 P
　　　　 海南東 岸　　友子 2
　　　　 海南東 山東　剛一 7
　　　　 海南西 石田　　侃 2
　　　　 和歌山 福地　達明 P
　　　　 和歌山 廣井　久道 P
　　　　 和歌山 紀　　俊崇 P
　　　　 和歌山 山口　晃弘 P
　　　　 和歌山 木村　吉幸 1
　　　　 和歌山 豊田　英三 2
　　　　 和歌山 兼田　　守 3
　　　　 和歌山 川端　貞喜 3
　　　　 和歌山 糸川　文雄 5
　　　　 和歌山 井手　幸男 6
　　　　 和歌山 森下　正紀 6

 和歌山アゼリア 澤本　栄子 7
　　　 和歌山東 瀬藤　啓司 P
　　　 和歌山東 吉増　　亨 1
　　　 和歌山東 角谷　芳伸 3
　　　 和歌山東 古屋　光英 5
　　　 和歌山東 村田　昌之 8
　　 和歌山城南 北野　正明 P
　　 和歌山城南 瀧本　佳功 P
　　 和歌山城南 堂西　誠治 1
　　 和歌山城南 前田　浩二 1
　　 和歌山城南 光林　正明 1
　　 和歌山城南 千田　耕次 1
　　 和歌山東南 山田さち子 1
　　 和歌山東南 奥村　智子 3
　　 和歌山東南 山口　幸也 5
　　 和歌山東南 保田　　博 5
　　　 和歌山南 坂東　利明 P
　　　 和歌山南 大工　博史 P
　　　 和歌山南 石橋　英二 1
　　　 和歌山南 北畑　博史 1
　　　 和歌山南 岩本　　研 2
　　　 和歌山南 井口　廣昭 3
　　　 和歌山南 野村　壮吾 M
　　　　　 橋本 村山　榮男 P
　　　　　 橋本 築野　一郎 P
　　　　　 橋本 楠本　史郎 2
　　　　　 橋本 坂口　　卓 2
　　　　　 橋本 重岡　昌吾 2
　　　　　 橋本 曽和　　正 3
　　　　　 岩出 藤田　源吾 P
　　　　　 岩出 水崎　哲男 3
　　　　　 岩出 中谷　貴之 3
　　　　　 岩出 小川　勝美 3
　　　　　 岩出 谷川　芳昭 3
　　　　　 粉河 阪井　和篤 P

　　　　　 粉河 岩田　敏伸 5
　　　　 高野山 平田永一郎 1
　　　 河内長野 片山　雅一 1
　　　 河内長野 井戸　清明 2
　　　　　 松原 楠原　正之 P
　　　　 松原中 宮本　信宏 1
　　　　 富田林 橋本　英樹 P
　　　　 富田林 西澤　友成 P
　　　　 富田林 横山　素夫 1
　　　　 泉佐野 庄司　義廣 1
　　　　 泉佐野 北野　勝彦 3
　　　　 泉佐野 庄司　基公 3
　　　　 泉佐野 矢野　哲夫 3
　　　　 泉佐野 泉　　　實 5
　　　　 泉佐野 南　　愼一 5
　　　　 泉佐野 古谷伊佐雄 6
　　　　　 貝塚 柳生　元成 1
　 貝塚コスモス 井谷　隼人 P
　 貝塚コスモス 澤田　秀男 6
　　　　 岸和田 石川　将之 P
　　　　 岸和田 角家　　篤 1
　　　　 岸和田 川口　光國 2
　　　　 岸和田 雪本　　栄 2
　　　　 岸和田 西明寺浩二 3
　　　 岸和田東 西野　英行 1
　　　 岸和田東 近江　和代 1
　　　 岸和田東 佐藤　碩祠 1
　　　 岸和田東 川植　康史 3
　　　 岸和田東 岡本　平仁 3
　　　 岸和田東 坂東　桂子 6
　　　 岸和田東 山口　英之 6
　　　 岸和田東 西野　公朗 7
　　　　 泉大津 釜野　典子 P
　　　　 和泉南 北野　治義 P
　　　　 和泉南 池邊　豪俊 B

　　　 大阪金剛 西野　寧一 P
　　　　　 羽衣 谷野　一彦 3
　　　　　 高石 古川　誠司 P
　　　　　 高石 中山　　力 P
　　　　　 高石 西浦　結香 1
　　　　　 高石 山内俊一郎 3
　　　　　 高石 古川　誠司 B
　　　　 高師浜 山本　優心 P
　　　　 高師浜 古川　敏夫 3
　　　 堺泉ヶ丘 隼田　智貴 1
　　　 堺泉ヶ丘 風元　直行 1
　　　 堺泉ヶ丘 森　　恭一 2
　　　 堺泉ヶ丘 池平　美香 3
　　　 堺泉ヶ丘 比楽　卓郎 8
　　　　　 堺中 出口みどり P
　　　　　 堺中 石川　博一 P
　　　　　 堺東 江原　尚志 P
　　　　　 堺東 村山　鉄平 P
　　　　　 堺東 中村　清嗣 4
　　　　　 堺北 畑中　一辰 P
　　　　　 堺北 藤永　　誉 1
　　　　　 堺北 池永　隆昭 1
　　　　　 堺北 笹山　悦夫 1
　　　　　 堺北 塩見　　守 1
　　　　　 堺北 中川　　澄 2
　　　　　 堺北 澤井　久和 2
　　　　　 堺北 中田　　学 3
　　　　　 堺北 辰正　　博 3
　　　　　 堺北 米澤　邦明 3
　　　　　 堺北 堀畑　好秀 7
　　　　　 堺北 池田　茂雄 7
　 堺おおいずみ 松葉　健治 1
　　　　 堺清陵 糸川　和男 1

　　　　　 新宮 岡 　　知行 2
　　　　　 新宮 関 　　康之 2
　　　　　 田辺 平尾　和敏 1
　　　　　 田辺 岩本　浩典 1
　　　　　 田辺 横田　達夫 4
　　　　　 田辺 渡部　正義 7
　　　　　 田辺 古谷　典子 2
　　　　　 田辺 新井　康司 7
　　　　　 田辺 中田　隆晶 1
　 田辺はまゆう 山本　敦洋 1
　 田辺はまゆう 山本　佳弘 M
　 田辺はまゆう 辻　　諦淳 2
　　　　　 有田 岩本　道弘 5
　　　　 有田南 中尾　正廣 1
　　　　　 御坊 塩路　信人 2
　　　　　 御坊 家永　信彦 2
　　　　　 御坊 狩谷　典男 5
　　　　　 御坊 阪本　仁志 5
　　　　　 御坊 北野　　兼 5
　　　　 御坊東 小池　佳史 1
　　　　 御坊南 向井　芳子 1
　　　　　 海南 名手　　聡 1

　　　　 海南東 千賀　 知起 2
　　　　 海南東 谷脇　良樹 7
　　　　 海南東 小椋　 孝一 7
　　　　 和歌山 岡野　正樹 1
　　　　 和歌山 宮井　俊明 3
　　　　 和歌山 脇坂　三蔵 8
　　　　 和歌山 上野　雅巳 2
　　　　 和歌山 坂本　貢朗 2
　　　　 和歌山 川端　貞喜 3
 和歌山アゼリア 岡本　嘉之 1
 和歌山アゼリア 梅田　千景 2
　　　 和歌山東 藤村　孝義 1
　　　 和歌山東 乾　　敦雄 2
　　　 和歌山東 古屋　光英 4
　　　 和歌山東 細川　竜二 1
　　　 和歌山東 中山　恒夫 4
　　 和歌山東南 神谷　尚孝 M
　　　 和歌山南 田中　祥博 1
　　　 和歌山北 森本　芳宣 M
　　　　 高野山 藤田　光寛 7
　　　　 高野山 近藤　本淳 5
　　　　　 橋本 村山　榮男 1

　　　　　 橋本 富桝　泰史 1
　　　　　 橋本 小竹　　陽 2
　　　　　 橋本 吉田　　裕 5
　　　　　 橋本 松岡　弘治 8
　　　　　 岩出 久保　光伸 6
　　　　　 粉河 田中東亜男 M
　　　　　 粉河 原　　伸行 4
　　　　 松原中 上西　義隆 M
　　　　 泉佐野 谷口　 文彦 2
　　　　 泉佐野 貴志　　豊 3
　　　　 泉佐野 大野　　浩 7
　　　　 泉佐野 中野　義一 9
　　　　 岸和田 高松　正剛 2
　　　　 岸和田 利田　泰之 2
　　　 岸和田東 池内清一郎 6
　　　 岸和田東 藤井　秀香 6
　　　 岸和田東 寺田　美昭 9
　　　　 和泉南 北野　治義 1
　　　　 和泉南 堀口　良蔵 4
　　　　 和泉南 深阪　好孝 M
　　　　　 太子 坂本　修司 1
　　　　　 高石 青木　辰二 6

　　　　　 高石 坂東　　剛 4
　　　　　 羽衣 中谷　展朗 6
　　　　　 羽衣 納谷　政志 2
　　　　　 羽衣 下迫　浩之 3
　　　 河内長野 谷　　政人 2
　　　 河内長野 山崎　規男 3
　　　　　　 堺 広瀬幸次郎 M
　　　　　　 堺 石﨑　雅也 2
　　　　　　 堺 神山　紀夫 5
　　　 堺泉ヶ丘 谷口　誠乙 1
　　　 堺泉ヶ丘 大塚　敏幸 4
　　　　　 堺東 沼田　康子 1
　　　　　 堺北 綿谷　伸一 3
　　　　　 堺北 池田　茂雄 7
　　　　　 堺北 米澤　邦明 9
　　　　　 堺北 濵口　正義 M
　 堺おおいずみ 新本　憲一 7
　　　　 堺清陵 中野　一郎 2
　　　　 堺清陵 吉川　美幸 6

河内長野ロータリークラブ
関西国際空港ロータリークラブ
岸和田東ロータリークラブ
御坊南ロータリークラブ
高石ロータリークラブ

高野山ロータリークラブ
堺北ロータリークラブ
田辺ロータリークラブ
有田南ロータリークラブ
和歌山ロータリークラブ

和歌山中ロータリークラブ
和歌山東ロータリークラブ
和歌山北ロータリークラブ
和泉南ロータリークラブ

（2023 年 7 月 1 日～ 2024 年 6 月 30 日）
※ P はポール・ハリスフォロー　数字はマルチプル　B はベネファクター　M はメジャードナー
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2024-2025年度　地区大会決議

〈決議第 1 号〉
国際ロータリー会長の示された本年度テーマ推進の件
ステファニーＡ . アーチック国際ロータリー会長は、本年度テーマ「ロータリーのマジック」を私たちに呼び
かけられました。国際ロータリー第 2640 地区所属のロータリアンは、ロータリーの活動を通じ、地域社会や
世界をつなぐ奉仕活動を行うことを決議します。

〈決議第２号〉
本地区大会の講演の講師アグネスチャン氏並びに宮里唯子氏、綿引万里子氏に感謝する件
本大会の講演の講師アグネスチャン氏並びに宮里唯子氏と綿引万里子氏には、ご多忙の中講師をお引き受けい
ただき、また貴重なお話を賜りましたことについて、深甚なる謝意を表することを決議します。

〈決議第３号〉
地区方針の達成に努力する件
国際ロータリー第 2640 地区野村壮吾ガバナーは、本年度の地区方針として、スローガン「ロータリーの原点 
四つのテストを実践しよう」を掲げました。私たち国際ロータリー第 2640 地区のロータリアンは、この地区
方針達成のため各クラブの活動においてコンプライアンスを遵守するとともに、四つのテストを実践できるよ
う工夫し努力することを決議します。

〈決議第４号〉
能登を応援する件
国際ロータリー第 2640 地区は、能登半島地震と豪雨で被災された能登の方々を応援し支援することを決議し
ます。

〈決議第５号〉
2025 年大阪・関西万博を応援する件
2025 年４月 13 日～同年 10 月 13 日まで、大阪市夢洲で「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに
2025 年日本国際博覧会が開催されます。国際ロータリー第 2640 地区は、これを応援することを決議します。

〈決議第６号〉
谷宗光直前ガバナーに感謝する件
谷宗光直前ガバナーは、2023-2024 年度国際ロータリー会長ゴードンＲ . マッキナリー会長が提唱されたテー
マ「世界に希望を生み出そう」のもとに、この一年間、その卓越した手腕と情熱をもって献身的に当地区の正
常化と発展に貢献されました。私たちはその数々のご功績を称え、谷宗光直前ガバナーに対し記念品を贈り深
甚なる謝意を表することを決議します。

〈決議第７号〉
2024-2025 年度カルガリー国際大会への参加を推進する件
2025 年６月 21 日～ 25 日まで開催される国際大会に、当地区会員の積極的な参加を推進することを決議し
ます。

〈決議第８号〉
ホストクラブ並びにコ・ホストクラブに感謝する件
本大会の成功のため、献身的に奉仕されたホストクラブの和歌山南ロータリークラブ並びにコ・ホストクラブ
和泉南ロータリークラブ、和歌山東南ロータリークラブ、和歌山城南ロータリークラブの会員に対して、深甚
なる謝意を表することを決議します。
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イインンククルルーージジョョンン
すすべべててのの人人がが歓歓迎迎さされれ、、尊尊重重さされれ、、大大切切ににさされれるる体体験験をを生生みみ出出すすこことと

公公平平ささ ≠≠  平平等等

多多様様性性 年年齢齢

民民族族性性

人人種種

肌肌のの色色

障障ががいい

学学びびののススタタイイルル

宗宗教教

信信仰仰

社社会会経経済済的的地地位位

婚婚姻姻状状況況

使使用用言言語語

性性別別

性性的的指指向向

性性自自認認

意意見見

考考ええ方方

価価値値観観

信信念念

年年齢齢

社社会会経経済済的的地地位位

性性別別

Topics

Ø 国際ロータリー：DDEEIIの定義

Ø 国際ロータリー：DDEEIIの流れと2024-25年度

Ø 国際ロータリー：DDEEII関連データ

Ø 国際ロータリー：2023DDEEII意識調査

Ø 日本のジェンダー平等

Ø 世界と日本のDDEEII（考察）

Ø インクルーシブなクラブ

Ø  DDEEIIのリソース

RID2640 2024 地区大会

DD 多多様様性性 EE 公公平平ささ II  イインンククルルーージジョョンン

日日本本ののロローータタリリーーととDDEEII

01

02

04

03

05
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2021 RIによるアンケート調査

目的 DEIの意識調査

回答者 31,000人

結果

1. 会員は多様で公平でインクルーシブな組織を望んでいる

2. DEIの方針、手続きには地域差があり一貫性がない

3. ロータリーのDEIの取り組みに対する情報と認識が欠如している

4. 「伝統的な」リーダーの特徴に該当しない人はリーダーになれない

5. 不適切な行為について報告・対処する方法がわからない

6. ロータリーのリーダーはDEIを推進し、適用し、行動すべきである

7. ロータリー会員の経済的負担は、入会や維持、多様化の支障となっている

8. 若い会員に必要なのは、リーダーシップを発揮する機会

DEI関連データ 2022年版 

6611歳歳以以上上ののロローータタリリーー・・リリーー
ダダーー

DEI関連データ 2022-23年版 

日日本本  77..99%%

2266%%

国際ロータリー：新しい「会員の行動規範」

会員（ロータリアンおよびローターアクター）には以下のことが求められる：

1.. 個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。

22.. 他者に公平に接し、敬意をもって接すること。これには、他者を尊重する言葉を

使う、サポートを示す、温かく迎え入れるインクルーシブな環境を助長する、多

様性を重んじるという 「ロータリーの多様性・公平さ・インクルージョン

（DEI）の行動規範」を遵守 することが含まれる。

33.. ロータリーを通じて自分の職業スキルを生かし、地域社会や世界のほかの地域の
人びとの生活の質を高める。

44.. ロータリーやほかのロータリー会員の評判を落とすような言動は避ける。

55.. ロータリー関連行事のすべての行動規範に従う。

「ロータリーの多様性・公平さ・インクルージョン

（DEI）の行動規範」を遵守

国際ロータリー：2024-25年度のDEI

2024-25 国際ロータリーとロータリー財団の年次目標

優優先先事事項項２２

「「参参加加者者のの基基盤盤をを広広げげるる」」のの目目標標

クラブとロータリーファミリーの多多様様性性、、公公平平ささ、、イインンククルルーージジョョンン

を育むための活動を推進する。

優優先先事事項項４４

「「適適応応力力をを高高めめるる」」のの目目標標

ロータリーのリーダーシップとガバナンスにおいて、多多様様性性、、公公平平ささ、、

イインンククルルーージジョョンンを支援する。

2024-25 国際ロータリーとロータリー財団の年次目標

優優先先事事項項２２

「「参参加加者者のの基基盤盤をを広広げげるる」」のの目目標標

クラブとロータリーファミリーの多多様様性性、、公公平平ささ、、イインンククルルーージジョョンン

を育むための活動を推進する。

優優先先事事項項４４

「「適適応応力力をを高高めめるる」」のの目目標標

ロータリーのリリーーダダーーシシッッププととガガババナナンンススにおいて、多多様様性性、、公公平平ささ、、

イインンククルルーージジョョンンを支援する。

国際ロータリー： DEIの流れ

2019

DEI声明 2020

DEI取組強化
2021

DEIコミットメント
DEI行動規範

2022-23

会長イニシアチブ
22002233年年６６月月ままでで

にに女女性性のの割割合合をを

3300％％
l タタススククフフォォーースス結結成成

l 講講演演者者6600%%以以上上をを同同一一

ののジジェェンンダダーーでで占占めめなないい 合合同同DDEEII諮諮問問委委員員会会

DEI（多様性・公平さ・インクルージョン）

帰帰属属意意識識「「心心地地よよささ」」「「配配慮慮」」

① 多様な人材を引き寄せ、定着させることができる。

② 活動しやすい環境を提供することで、会員の定着率が向上する。

③ 社会的な評価が高まり、多くの人々から支持される傾向がある。

多多様様性性はは 事事実実

公公平平ささはは 選選択択

イインンククルルーージジョョンンはは行行動動

06

08

10

12

07

09

11

13
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日本のジェンダー平等 

指指 標標 主主 催催 日日本本のの順順位位

2024ジェンダーギャップ指数

対象：146か国
世界経済フォーラム 118位

2024 女性・ビジネス・法律報告書

対象：190か国
世界銀行 73位

2024 女性の働きやすさ

対象：29か国

（ OECD 加盟国中、先進国のみ）

エコノミスト 27位

2023 RIによるアンケート調査：日本のロータリー

コメント（一部抜粋）

• ほとんどが男社会であり、私は女性ガバナー選出には反対だ

• 女性会員は認めていない／女性会員の受け入れには積極的になれない

• 地域的、世代的にLGBTQの受け入れはまだ難しい

• 日本のロータリーは昔ながらの価値観を守っており、新しいことは苦手

• 日本独自のルーツ、同国の友人との絆は重視するが、相容れない文化、宗教、
信念への寛容度は低い

• 多様性には良からぬ側面もある

• すべき、すべきでないと指図することはロータリーの発展の妨げになる

総括（調査企業による）

Ø 伝伝統統的的価価値値観観がが非非常常にに重重視視さされれ、、女女性性ややLLGGBBTTQQ++のの個個人人がが

公公然然とと意意図図的的にに排排除除さされれるる

Ø ロローータタリリーーへへのの寄寄付付ががほほととんんどど公公表表、、言言及及さされれなないい数数少少なないい

地地域域のの一一つつ

Ø 総総体体的的ににDDEEIIはは必必要要ががなないいとといいうう雰雰囲囲気気

2023 RIによるアンケート調査

l ロータリーのDEIリソースを知っている 33%

l クラブは、現在クラブに所属していないグループの会員候補者を積極的に求

めている
55%

l 差別、ハラスメント、偏見を報告する方法を知っている 56%

l ロータリーのリーダー（クラブ会長、ガバナー、理事など）が、DEI につい

ての認識と教育を積極的に推進している
60%

l 差別、ハラスメント、偏見に関する報告にロータリーが対処することを確信

できる
62%

l DEIは私の地域にぴったり 37%

2023 RIによるアンケート調査

目的
1. DEIの進捗状況を調査する（2021調査の8項目を踏まえて）

2. 現行のロータリーのDEI戦略を推進するための行動を可能にする洞察

回答者

52,995人（50万人中約11％の回答率）

言語 21ヵ国語

平均年齢 58歳

女性 28%

自国で支配的な人種および（または）民族グループ 72%

14

16
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20
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インクルーシブなクラブ

1. 男女会員が交互に会長を務める。または理事会に一定数の女性会員を含める。

2. DEIの取り組みを担当する会員または委員会を任命する。

3. 「会員として適格」「会員としての適性」といった曖昧な言葉は使わず、具体的

な入会基準を定める。また、不可抗力の事情によって特定の人の入会を妨げるよ

うな基準は含めないようにする。

4. 暗黙のルールを廃止し、ルールを明確にして文書化する。

5. 各例会で「DEI行動規範」（全体または一部）を全員または一人の会員が読み上

げる。

22

ご清聴、感謝申し上げます。

ごご清清聴聴、、有有難難ううごござざいいままししたた！！

リソース

ララーーニニンンググセセンンタターー 調調査査・・アアンンケケーートト

l インクルーシブなクラブの文化を培う

l 多様性・公平さ・開放性への取り組み

l 無意識のバイアス

l 多様性のあるクラブを築く

l マイクロアグレッション

l 多様性・公平さ・インクルージョン（基本）

l 多様性・公平さ・インクルージョン（中級）

l 多様性調査

l 会員関心事アンケート 

l 入会候補者情報の収集 

l 会員維持調査・分析 

l 会員満足度アンケート 

l 退会者アンケート

…地域社会に貢献（42％）

…排他的・派閥

…友情と親睦（84%）

…新しい知識（卓話）、地元での奉仕

…頼りない・無反応

インクルーシブなクラブ

トム・ガンプ氏（2024-25年度RI会長のエイド）＠IA2024

SSiimmppllyy  IIrrrreessiissttiibbllee  OOrrggaanniizzaattiioonn  ((DDeellooiittttee))魅魅力力的的なな組組織織（（デデロロイイトト））

１．有意義な活動

２．支援的な管理 

３．前向きなクラブ環境

４．有意義な活動／成長機会

５．リーダーシップへの信頼

24

23

25
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〒640-8331　和歌山市美園町3-34けやきONE301号室
地区大会事務所

ガバナー
地区大会実行委員長
地区大会実行副委員長
地区大会実行副委員長
地区代表幹事
会計責任者
記念ゴルフ大会実行委員長
ホストクラブ
コ・ホストクラブ
コ・ホストクラブ
コ・ホストクラブ

野村  壮吾（和歌山南）
中村  和子（和歌山南）
三木  菊夫（和歌山南）
石橋  英二（和歌山南）
豊田  泰史（和歌山南）
大山  典男（和歌山南）
植田  好紀（和歌山南）
和歌山南ロータリークラブ
和泉南ロータリークラブ
和歌山東南ロータリークラブ
和歌山城南ロータリークラブ

地区大会実行委員会




	表1.pdf
	本文.pdf
	表3.pdf
	表4.pdf

